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川口　實教授略歴・主要著作目録

川
口

實
教
授
略
歴

昭
和
三
年
一
月
二
二
日
生

昭
和
二
六
年
三
月

昭
和
二
九
年
三
月

昭
和
二
九
年
四
月

昭
和
三
四
年
四
月

昭
和
三
七
年
九
月
よ
り

昭
和
三
九
年
一
〇
月

昭
和
四
一
年
四
月

昭
和
四
七
年
三
月

平
成
四
年
三
月

平
成
四
年
四
月

平
成
四
年
四
月

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
民
事
法
学
専
攻
修
了

同
大
学
法
学
部
助
手

同
助
教
授

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
イ
リ
ノ
イ
大
学
及
び
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
）
留
学

慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

同
大
学
院
法
学
研
究
科
委
員

学
位
請
求
論
文
「
労
働
協
約
と
就
業
規
則
の
研
究
」
で
法
学
博
士
の
学
位
を
受
け
る

選
択
定
年
に
よ
り
慶
鷹
義
塾
大
学
を
退
職

慶
慮
義
塾
大
学
名
誉
教
授

北
陸
大
学
法
学
部
教
授
・
法
学
部
長

現
に
、
中
央
労
働
委
員
会
公
益
委
員

『
し
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川
口

閣
、
署
　
作

『
労
働
争
議
』

『
特
殊
雇
用
関
係
』

『
労
働
協
約
』

實
教
授
主
要
著
作
目
録

労
働
法
実
務
体
系
一
五
．

　
日
本
労
働
協
会
　
昭
和
四
五
年
九
月

総
合
労
働
研
究
所
　
昭
和
四
九
年
四
月

日
本
労
働
協
会
　
昭
和
六
一
年
一
二
月

二
、
編
　
著

『
労
働
争
訟
の
課
題
と
展
望
』
（
西
山
俊
彦
、
原
島
克
己
と
共
編
）

昭
和
五
二
年
一
二
月

三
、
主
要
論
文

「
就
業
規
則
の
本
質
を
め
ぐ
る
問
題
点
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
労
働
法
学
会
誌
一
〇
号

「
ド
イ
ッ
労
働
協
約
法
に
お
け
る
『
有
利
の
原
則
（
Ω
登
亀
箒
舞
呂
匡
自
§
』
に
つ
い
て
』

「
違
法
争
議
行
為
と
懲
戒
」

「
解
雇
の
法
理
i
就
業
規
則
論
と
の
関
係
に
お
い
て
」

慶
鷹
義
塾
大
学
創
立
百
年
記
念
論
集
法
学
部
第
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
刊
労
働
法
三
二
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
刊
労
働
法
四
〇
号

昭
和
三
二
年
四
月

昭
和
三
三
年
一
一
月

　
昭
和
三
四
年
六
月

　
昭
和
三
六
年
六
月
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「
公
務
員
お
よ
び
公
共
企
業
体
等
職
員
の
労
働
組
合
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
労
働
法
大
系
1

「
労
働
協
約
の
法
源
性
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
三
八
巻
三
号

「
労
働
協
約
の
法
的
性
質
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
労
働
法
学
会
編
・
新
労
働
法
講
座
五
巻

「
労
働
協
約
の
効
力
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
労
働
法
学
会
編
・
新
労
働
法
講
座
五
巻

「
同
情
ス
ト
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
労
働
法
学
会
編
・
新
労
働
法
講
座
四
巻

「
法
解
釈
の
一
基
準
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
法
哲
学
会
・
法
哲
学
年
報
「
法
の
解
釈
と
運
用
基
準
」

「
無
協
約
状
態
と
労
働
契
約
関
係
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
二
巻
三
号

「
就
業
規
則
の
一
方
的
変
更
－
秋
北
バ
ス
事
件
・
最
高
裁
大
法
廷
判
決
を
め
ぐ
っ
て
」
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
三
巻
四
号

「
三
六
協
定
と
超
過
労
働
義
務
の
根
拠
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
峯
村
教
授
還
暦
記
念
論
集
・
法
哲
学
と
社
会
法
の
理
論

「
争
議
行
為
に
対
す
る
責
任
追
求
と
し
て
の
懲
戒
処
分
（
一
）
～
（
四
）
」
　
　
　
法
学
研
究
四
四
巻
九
号
～
一
二
号

「
就
業
規
則
の
本
質
を
め
ぐ
る
若
干
の
問
題
点
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
四
五
巻
二
号

「
労
働
基
本
権
制
限
の
法
理
（
一
）
～
（
六
）
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
〇
六
、
三
〇
七
、
一
三
五
、
三
二
四
、
三
二
九
覧
三
三
三
号

「
労
働
法
学
と
隣
接
社
会
諸
科
学
と
の
方
法
論
的
関
連
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
本
労
働
法
学
会
誌
四
八
号

「
就
業
規
則
と
労
働
契
約
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
〇
巻
一
号

「
就
業
規
則
の
一
方
的
変
更
と
『
合
理
性
』
の
基
準
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
学
研
究
五
四
巻
一
号

「
リ
ボ
ン
等
の
着
用
戦
術
と
使
用
者
の
対
抗
手
段
－
労
働
委
員
会
に
お
け
る
判
断
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
慶
鷹
義
塾
大
学
創
立
一
二
五
年
記
念
論
文
集
法
学
部
法
律
学
関
係

「
労
働
協
約
の
工
場
・
事
業
場
に
お
け
る
一
般
拘
束
力
の
制
度
の
趣
旨
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稲
垣
教
授
古
希
記
念
論
集

「
労
働
協
約
の
工
場
・
事
業
場
に
お
け
る
一
般
的
拘
束
力
の
制
度
と
判
例
の
動
向
お
よ
び
間
題
点
」
法
学
研
究
五
九
巻
一
二
号

「
労
働
時
間
法
制
等
の
整
備
と
今
後
の
課
題
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
リ
ス
ト
八
七
八
号

「
日
本
人
の
労
働
観
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
律
の
ひ
ろ
ば
四
四
巻
二
一
号

　
昭
和
三
八
年
一
月

　
昭
和
四
〇
年
三
月

昭
和
四
一
年
一
二
月

昭
和
四
一
年
一
二
月

昭
和
四
六
年
九
月
～
一

昭
和
四
二
年
四
月

昭
和
四
三
年
四
月

昭
和
四
四
年
三
月

昭
和
四
五
年
四
月

昭
和
四
六
年
六
月

　
　
　
　
　
二
月

昭
和
四
七
年
二
月

昭
和
四
九
年
六
月
～
昭
和
五
一
年
六
月

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
一
年
一
〇
月

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
二
年
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
六
年
一
月

昭
和
五
八
年
一
二
月

　
昭
和
六
一
年
五
月

昭
和
六
一
年
一
二
月

　
昭
和
六
二
年
二
月

　
平
成
三
年
二
一
月
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